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【概要】 

気仙沼湾全域について巨大津波の襲来前後の海底地形と底質の変化を最先端の音響解析装置と無人ロボッ

トにより調査した結果、気仙沼港の西湾奥と大島瀬戸の西半分の海底が大きく洗掘され、局所的に水深が深くな

っていることを秋元和實会員（熊本大学）らが明らかにしました。津波による沿岸海底の変化がこれほど詳細に分

かったのは初めての成果です。海底地形の変化は湾内の海流などに影響を与える可能性があり継続的な観測

が望まれます。また、瓦礫や油分などの堆積物の情報は、港湾の復旧作業や、海水の汚染被害を防ぐために役

立てることができます。本成果と新しい調査技術は、各地の港湾の復旧および将来の都市沿岸の防災計画に役

立てられることが大いに期待されます。 

 

東日本大震災で巨大津波による被害を受けた気仙沼湾の海底では、津波により海底が削られたり、津波で流

された土砂や瓦礫が堆積するなどして、海底の地形や底質が変化しました。このような津波による海底の変化の

情報は、地層中に記録された過去の津波の証拠を読み取るためにも役立つとともに、今後の防災・減災対策にも

有用な情報です。秋元和實会員を始めとする熊本大学及び東海大学のチームは、最先端観測機器の音響解析

装置と無人ロボットを使用して巨大津波襲来前後の気仙沼湾の海底の変化の様子を明らかにしました。 

気仙沼湾は、水深 30m の東湾と水深 7-20m の西湾に別れ、これらが水深 40m に達する大島瀬戸でつながる

という地理的特徴を持ちます。湾内の調査の結果、津波によって海底が洗掘され水深が深くなった場所は、気仙

沼港のある西湾奥と大島瀬戸の西半分に限定されることが分かりました。この他の西湾南部と東湾では、洗掘に

よる地形の変化は見られませんでした。このことは、津波による洗掘は、水深にはよらず、狭い屈曲した地形の範

囲で発生したことを示します。 

また、音響探査装置で湾内の海底を調べた結果、西湾奥と大川河口および西湾南西部には、砂と瓦礫とみら

れる高密度の粒子が混じる泥が分布し、大島瀬戸と東湾には泥が分布することが分かりました。津波の引き波に

よって流入した大型の瓦礫は、気仙沼港、西湾中央部、大島瀬戸東部に分布します。音響探査で不規則なデー

タの見えた気仙沼港沖合の堆積物を遠隔操作型無人ロボットを使って観測したところ、音響探査では判別できな

い小型の瓦礫が分布することが分かりました。 

 今回の調査では、最先端観測機器の音響解析装置と無人ロボットの利用により、湾全体の広範囲の調査と、そ



の情報に基づく的を絞った詳しい観測をおこなうことで、湾全体の海底の状況を短期間に把握することができまし

た。今後、得られた海底の情報を基に、港湾の復旧作業や、堆積物に混じった油分などによる海水の汚染による

被害を減らすための対策に利用されていくことでしょう。 

 

 本調査は、熊本大学・国立大学協会共催事業として実施されました。 
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図１． 津波で洗掘された気仙沼港の海底（南から俯瞰） 

図の縦軸は水深(m)。洗掘部では震災前と比べて最大 8m 深くなった。図中央には浮き桟橋と推定される瓦

礫が分布する。 
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図２． 気仙沼港の大型瓦礫 

A： 海底に湾軸に直行する長さ 10m および 25m の物体が、赤線で示した海底 (水深 8m)から高さ 2.5m 突

出し、衝突の危険がある。小さい物体は船舶、大きい物体は浮き桟橋と推定される。 

B： 引き上げられた船舶。本調査結果に基づき宮城県に提供した位置情報を基に、除去が進められている。 



 

図３． 気仙沼港に残る小型の瓦礫（2012 年 4 月２３日遠隔操作無人探査機で撮影） 

左上：瓶、右上：パイプ、左下：ドラム缶、右下：漁具 
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図４． 西湾中央部（大川河口沖）の瓦礫（南西から俯瞰） 

A： 弱反射は泥、不規則な強反射は瓦礫と判断した。 

B： TANK-1 および TANK-3 は、宮城県に提供した位置情報に基づいて引き上げられた。(写真は宮城県

水産技術総合センター気仙沼水産試験場から提供された) 

 




